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陸軍航空部隊におけるアフリカ系アメリカ人の
地位向上について
―Tuskegee Airmenの果たした役割―
重宗　弘子
The Advancement of African Americans in the U.S. Army Air Force
―The Role Played by the Tuskegee Airmen―
SHIGEMUNE, Hiroko
Although Black Americans had long served in the racially segregated United States Army prior to World War
II, there were no Black pilots in the Army Air Force (AAF) or its immediate predecessor, the Air Corps. The
AAF resisted previous efforts to enlist Black airmen with the claim that there were no Black pilots in the
United States. Previous efforts to enlist Black airmen were met with the claim within the War Department
and the AAF in general that Black Americans lacked the aptitude to be military pilots. It was not until the
passage of the Selective Training and Service Act of 1940 that the AAF, along with other military services,
was required to enlist Black males in proportion to their percentage (about 10 percent) of the total popula-
tion. According to Charles Dryden, Tuskegee Airmen were individuals who were involved in the so-called
Tuskegee Experiment by the U.S. War Department to train Black Americans to fly and to maintain airplanes
in flying condition, from 1941 to 1946, including persons stationed or employed at Tuskegee Army Air Field
and / or Moton Field, in various roles and statures: flying officers, nonflying officers, nurses, aviation cadets,
noncommissioned officers, enlisted men and women, and civilians. However, according to LeRoy Gillead, the
period definition is not from 1941 to 1946, but from 1939 to 1949. It was in 1939 that Black Americans were
promoted in aviation through Public Law 18 and the Civil Pilot Training Act. Further, 1949 was the year in
which many Tuskegee Airmen left Lockborne Air Force Base and were transferred to white Air Force Base.
Black Soldiers in World War II had to fight against enemies overseas and discrimination within the United
States. In 1939, there were 1359 white officers in the Army, but only 5 Black officers. Three were chaplains
and the other two were Benjamin Davis, Sr. and Benjamin Davis, Jr. Almost 1000 Black Americans finished
Pilot Training. 450 Black Pilots and many Black Ground Supports went overseas in combat roles. The
Tuskegee Airmen who remained in the United States fought against discrimination in incidents such as the
Freeman Field Incident. The Tuskegee Airmen fought for the advancement of the status of Black Americans
20 years before the Civil Rights Movement in the United States.
キーワード：第二次世界大戦、人種隔離政策、タスキギ・エアマン、陸軍航空部隊
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1. 人種隔離された米軍と黒人パイロット
1.1 はじめに
第二次世界大戦以前の陸軍省は、黒人男子は
軍に貢献できる資質に欠けているという通念を
抱いていて、米軍において黒人パイロットは存
在しなかった。しかし、1940年9月14日に選択
訓練徴兵法が可決され、人口比率に基づいて黒
人男子を兵籍に入れなければならなくなった。
これに伴い、米軍人員の10％を黒人にし、全
ての人種に対して公平で平等な措置がとられる
ことになった。人種差別が禁じられた為、黒人
も陸軍航空部隊に入隊することが認められた。
しかし、人種差別はなくなったものの、黒人が
陸軍航空部隊に入隊して白人と軍務につくこと
はできなかった。軍隊では、白人と黒人を区別
する人種隔離政策がとられていたのである。そ
のため、人種隔離された黒人だけの陸軍航空部
隊が創設された。１
1941年6月19日、陸軍省はアラバマ州タスキ
ギにおいて、13人の陸軍黒人パイロット候補
生を対象に飛行訓練を開始した。黒人の航空部
隊員がタスキギにおいて訓練を受け、軍務につ
いていたことから、彼らはその後、「タスキ
ギ・エアマン」と呼ばれるようになった。
タスキギ・エアマンとは、1941年から1946
年までの期間に、タスキギ陸軍飛行場及び、モ
ートン飛行場（Moton Field）で行われた陸軍
省の訓練に参加した黒人パイロット、黒人整備
士である。また、同飛行場で同期間に、パイロ
ットと整備士の訓練に関わった様々な任務、地
位（士官パイロット、士官、看護士、パイロッ
ト候補生、下士官、志願兵等）に就いていた兵
士や民間人のことも指す。２
ほとんどの場合は上記した定義がタスキギ・
エアマンの定義とされているが、第477爆撃大
隊パイロットのリロイ・ギリアード（LeRoy
Gillead）は違う定義を主張している。ギリアー
ドはタスキギ・エアマンの定義における期間は
陸軍航空部隊黒人パイロット訓練を開始した
1941年からではなく、タスキギ飛行場で民間
飛行訓練プログラムにおいて黒人パイロットの
養成が開始された1939年からであるとしてい
る。また、終わりの時期も、タスキギ陸軍飛行
場が閉鎖された1946年までではなく、空軍の
人種統合が一段落した1949年までとしている。３
タスキギ・エアマンは、第99戦闘飛行隊、
第332戦闘飛行大隊（第100戦闘飛行隊、第301
戦闘飛行隊、第302戦闘飛行隊）、第477爆撃飛
行大隊（第617爆撃飛行隊、第618爆撃飛行隊、
第619爆撃飛行隊）の３つのグループから構成
されていた。第99戦闘飛行隊は1944年5月に第
332戦闘飛行大隊に吸収されたので、タスキ
ギ・エアマンは第332戦闘飛行大隊と第477爆
撃飛行大隊から構成されているとされる場合も
ある。
ところで、現在の米空軍は1926年7月2日か
ら1941年までは、陸軍航空隊（Army Air Corps）、
1941年6月20日から1947年までは、陸軍航空部
隊（Army Air Force）、1947年9月18日に陸軍か
ら独立し空軍（Air Force）となった。４
第二次世界大戦において、黒人は、海外にい
る敵と、国内戦線ともいえる人種差別に立ち向
かわなければならなかった。第一次世界大戦か
ら第二次世界大戦の間の平和期であった1939
年には、米軍における黒人パイロットや整備士
は存在せず、陸軍における士官は、白人士官が
1359人だったのに対し、黒人士官は牧師3人を
除いては、ベンジャミン・デイビス・シニア
（Benjamin Davis, Sr.）将軍とベンジャミン・デ
イビス・ジュニア（Benjamin Davis, Jr.）大尉
の二人のみであった。５
タスキギ・エアマンが担った黒人の地位向上
への貢献を資料やインタビューを通して検討す
る事は、意義のあることと考える。黒人以外の
者が黒人研究をする事は賛否両論だが、アジア
人という視点から黒人からもほとんど研究され
ていないタスキギ・エアマンを論じるという事
は画期的であろう。
1.2 第一次世界大戦以前における黒人兵士
陸軍省は1925年に「戦争における黒人人的
資源の利用」（The Use of Negro Manpower in
War）という研究レポートを作成している。こ
の研究は第一次世界大戦における黒人の功績を
もとに作成された研究である。この研究レポー
トでは、（１）戦争における合衆国の人的資源
は白人にも黒人にも平等であるべきであり、
（２）黒人も平等に雇用しなければならないと
いったことが多少書かれてはいるものの、全体
の中では黒人は身体的においても精神的におい
ても白人よりも劣っているということが繰り返
し書かれていた。また、黒人下士官については、
白人士官の指導を受けた場合のみ、力を発揮で
きると強調されていた。奴隷制を経験したアメ
リカの黒人は他国の黒人よりも欠陥があるとい
う点に力点が置かれているところもこの研究の
特徴といってよいであろう。６
1935年に276人中35位の成績で陸軍士官学校
を卒業したデイビス・ジュニアは1936年に陸
軍航空隊に志願しているが、陸軍黒人航空隊が
ないという理由で入隊を拒まれた。1941年1月
にも民間飛行訓練プログラムにおいてパイロッ
ト免許を取得したヤンシー・ウィリアムズ
（Yancey Williams）もデイビス・ジュニアと同
様の理由で航空隊への入隊を拒まれ、全米黒人
地位向上委員会と同委員会の顧問弁護士である
サーグッド・マーシャル（Thurgood Marshall）
の協力の下で陸軍を訴えている。裁判という措
置をとったのは、ウィリアムズのみだが、入隊
を拒まれた黒人は多々存在し、平等の機会を求
める声が増加する。７
1.3 公法18（Public Low18）の可決と民間飛行
訓練プログラム
1939年10月に民間飛行訓練プログラムの扉
が公法18によって黒人にも開かれた。なお、
この時点では白人の民間飛行訓練プログラムが
陸軍航空隊の飛行訓練の予科訓練を兼ねていた
のに対し、黒人の場合は民間飛行訓練プログラ
ムと陸軍航空隊とは別物と考えられていた。民
間飛行プログラムへの黒人の受け入れは認めら
れたものの、陸軍黒人航空隊創設の予定はなか
った。
民間飛行訓練プログラムの扉が黒人に開かれ
るにあたって、大きな貢献をしたと言われてい
るのが、黒人パイロットの先駆者であるチャウ
ンシー・スペンサー（Chauncey Spencer）と
デール・ホワイト（Dale White）である。1939
年の5月にスペンサーとホワイトは黒人パイロ
ット協会である全米飛行士協会とシカゴ・ディ
フェンダー紙をスポンサーにして、シカゴから
ワシントンD.C.まで航空ショーを兼ねた横断飛
行を行った。その時に出会ったのが、当時上院
議員であったハリー・トルーマン（Harry Tru-
man）である。歴史学者のリチャード・ダルフ
ューム（Richard Dalfiume）によると、トルー
マンは、黒人が民間飛行訓練プログラムに参加
できるように公法18の可決を後押しした。８
民間飛行訓練プログラムが黒人に扉を開いて
から１年間の間に、100人の黒人学生が訓練を
受け、そのうち91人が民間航空免許を取得し
た。この成績は白人学生と比べて決して劣って
おらず、黒人航空隊の創設に期待が持たれた。９
2. タスキギ・エアマンと戦地における戦
い
2.1 タスキギ・エアマンの陸軍飛行場
1941年7月19日、13人の黒人が陸軍航空部隊
における飛行訓練をタスキギ陸軍飛行場で始め
た。飛行訓練のクラスは1942年3月6日に卒業
した42-Ｃから始まり、1946年3月23日に卒業し
た46-Ａまである。数字は卒業した年を示して
いて、クラス番号は42-Ｃからアルファベット
と数字順になっており、42のクラスはCからＫ
までで、43のクラスはＡからＪまでとなって
いる。44のクラスはＡからKまで、45のクラス
はＡからＩまでで、最後のクラスが46Ａにな
っている。飛行訓練は6ヶ月に及び、５週間に
１度、13人から20人程度の訓練生を受け入れ
たが、各年の卒業生の人数はまちまちであっ
た。
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1941年6月に飛行訓練を開始してからわずか
2年足らずの1943年2月までの間に300人以上の
黒人が入隊を受け入れられたものの、順番待ち
となっていた。順番待ちの人数はその後も増え
つづけた。飛行訓練を開始できるまでには３年
間も待たなければいけなくなるありさまであっ
た。これに対し、白人の飛行訓練生の場合は入
隊が受け入れられてから1、2ヶ月後に訓練が
開始されていた。ハワード大学学長であると共
に陸軍省長官民間補佐官を務めたウィリアム・
ヘースティー（William Hastie）は、このよう
な「飛行訓練待ち」の問題を深刻な事態として
とらえていた。10
ヘースティーは、陸軍省に対し早急な改善を
要求している。また、ピッツバーグ・クーリエ
紙の編集長であると同時に法学博士であったロ
バート・バン（Robert Vann）もこれを問題視
し、コラムにおいて取り上げている。白人士官
であるチャールズ・キャンベル（C h a r l e s
Campbell）少佐も、5週間毎に10人程度の飛行
訓練生を受け入れるだけでは黒人航空部隊の活
動に遅れが生じる心配があるとして、パイロッ
トと整備士の訓練生の増加を提案しているが、
陸軍の反応はなかった。11
第99戦闘飛行隊の中にはジェームズ・シェ
パード（James Sheppard）のように民間航空
免許を持ちながらも順番待ちのために整備士と
して従軍したタスキギ・エアマンも少なからず
いた。それどころか、民間航空免許のパイロッ
トの免許を取得していながら、航空部隊に入隊
できずに陸軍の通常部隊に従事する黒人もい
た。12
タスキギ陸軍飛行場では黒人がパイロットの
他に、機体整備士、兵器特技兵、通信特技兵、
連繁練習、パラシュート整備工、気象士、調査、
医療、供給、輸送、消防活動、監理担当官、機
体発着場整備士などの任務を担っていた。これ
らの人員はパイロットの約10倍をしめていた
が、黒人パイロットが白人隊員の手を借りずに
円滑に飛行任務を行うためにはこれだけの人員
を必要とした。また、全ての訓練において人種
隔離された形で訓練施設が使われた。13
黒人パイロットの望みは民間飛行訓練プログ
ラムを修了させることではなく、陸軍航空部隊
のパイロットとなることであった。黒人青年た
ちは能力を活かし、自国の為に戦う機会を得よ
うと必死であった。黒人達を航空部隊に入れる
のを手助けすることは決して無駄にはならなか
ったとタスキギ陸軍飛行場の飛行訓練主任教官
のアルフレッド・アンダーソンは陸軍航空部隊
司令官のヘンリー・アーノルド（Henry “Hap”
Arnold）少将に言っている。14
2.2 戦地への派遣の遅れ
ところで実のところ陸軍省は黒人航空部隊を
どのように活動させるかについて迷っていた。
これは、戦闘地への派遣が遅れた1つの理由だ
と考えられる。通常、飛行隊は３つの飛行隊が
一緒になって１つの飛行大隊として戦闘体制を
構えるが、黒人航空部隊では1943年まで第99
戦闘飛行隊のみが活動していたため、黒人航空
部隊を海外派遣する事により米軍の通常戦略の
例外を認めなければならなくなったのである。
つまり、白人航空部隊と統合するか、第99戦
闘飛行隊単独で活動させるかのいずれかであ
る。15
アイスランド、グリーンランド、ラブラドル
といった派遣候補地に関しては、陸軍航空部隊
だけでなく全ての黒人部隊を派遣しないように
との指示があった。理由としては黒人には寒す
ぎるという馬鹿げたものであった。16
黒人部隊の海外派遣の遅れは黒人社会だけで
なく、アメリカ社会全体を通して疑問視された。
タスキギ校の理事長フリデリック・パターソン
（Frederick Patterson）からエレノア・ルーズ
ベルト（Eleanor Roosevelt）に海外派遣の遅れ
に関して特別の便宜をはかってくれるようにと
の手紙が送られている。その手紙は、エレノア
から陸軍省長官ヘンリー・スティムソン
（Henry Stimson）に転送されている。その際に
エレノアからスティムソン宛の覚書が添えつけ
られており、「黒人飛行兵の海外派遣の遅れは
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重大な問題を生起こす恐れがある」と強く注意
を喚起していたのである。エレノアはタスキギ
陸軍飛行場を1941年4月19日に訪れて、飛行訓
練の主任教官であった、アンダーソンが操縦す
る飛行機に試乗した経験を持っているので極め
て説得力があった。エレノアは新聞に連載して
いるコラム『私の一日』（My day）にその時の
様子を次のように綴っている。「ついに黒人の
飛行訓練の見学に行ってきました。彼らは上級
訓練に参加していますが、何人かの生徒が曲芸
飛行を実演してくれたのです。その青年たちは
すごくできのいいパイロットでした。主任イン
ストラクターと一緒に小さな飛行機にのって田
舎風景を見たのが大変楽しい思い出となりまし
た」17
2.3 ロンリー・イーグルスと呼ばれて
黒人航空部隊は他の黒人部隊と同様に一部の
白人教官を除き、黒人のみで訓練が行われた。
タスキギで飛行訓練を修了したロスコー・ブラ
ウン（Roscoe Brown）によると、戦闘地で白
人パイロットと任務を重ねた経験から言って、
飛行訓練を修了できず落第となった黒人パイロ
ットの中で飛行訓練を修了した白人パイロット
より優れた者が多数いた。人種差別と南部の保
守的地域での訓練という特別の状況が飛行訓練
をより厳しい状況にしていたことは明らかであ
った。タスキギは南部の中でもディープ・サウ
スと呼ばれ、特に人種差別の激しいアラバマ州
に位置していた。18
人種隔離政策は徹底していた。黒人で始めて
陸軍省の飛行訓練に参加したジョージ・ロバー
ツ（George Roberts）によると、飛行訓練中は
外部との接触を禁止され、新聞やラジオも配布
されず、真珠湾攻撃のニュースさえも、デイビ
ス・ジュニアを除いた飛行訓練生は４日間知ら
ずにいた。また、人種隔離政策の為、訓練飛行
中使用する無線もタスキギ陸軍飛行場にのみ接
続され、他の基地の無線と話す事は禁じられて
いた。滑走路も基地によっては黒人の利用を許
可してないところがあり、緊急着陸さえままな
らない状態であった。19
タスキギ陸軍飛行場で飛行訓練を修了したド
ナルド・ジャクソン（Donald E. Jackson）は、
タスキギでの飛行訓練において一番重要だった
ことは連帯感と答えていたが、皮肉なことにそ
れは、人種隔離政策の下で生まれた連帯感と思
われる。1940年代の南部の保守地域で大多数
の白人に意識的・無意識的な差別を受けながら
訓練するよりは、分離されて訓練を受けていた
ことにより団結力が生まれたのであろう。この
ように第99戦闘飛行隊は人種隔離された形で、
海外派遣されたことから「ロンリー・イーグル
ス」と呼ばれた。20
2.4 タスキギ・エアマンの空中戦
へースティーは全米黒人地位向上協会で発行
されていた雑誌『クライシス』で次のように述
べている。「黒人航空部隊の任務は黒人社会に
おいて最も重点を置かれているものの１つであ
る。第99戦闘飛行隊は陸軍における試みとさ
れていると共に、これからの黒人の雇用の拡大
は第99戦闘飛行隊の実績にかかっている」21
タスキギ・エアマンはほとんどの任務がパト
ロール任務と白人部隊の爆撃機の掩護任務であ
った。そのため空中戦ではどちらかというと攻
撃をするというより、白人部隊の爆撃機を守る
という印象を持たれているが、空中戦で活躍し
た日もあった。タスキギ・エアマン協会による
と、タスキギ・エアマンが破壊した敵機は261
機である。22
1943年8月に、カール・スパッツ（Car l
Spaatz）将軍はデイビス・シニア将軍と供に第
99戦闘飛行隊を視察した。その視察レポート
には次のように書かれていた。（１）第99戦闘
飛行隊がこの戦域に到着してから数回に渡って
部隊を視察しているが、地上における立ち居振
る舞いは疑問の余地もなく素晴らしい。（２）
戦闘までの過程においては、戦闘経験が豊富な
教官の指揮の下に訓練を受けていて、戦闘に入
る過程も大変慎重である。（３）第99戦闘飛行
隊より優れた訓練を受けている飛行隊はこの戦
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域において存在しない。このように両将軍は第
99戦闘飛行隊に対して高い評価をしている。23
1944年4月20日に地中海戦域司令官のアイ
ラ・イーカー（Ira Eaker）将軍は、第99戦闘
飛行隊の視察をした際、次のように報告してい
る。「この戦域に到着してから黒人パイロット
達がみせた技術は堂々たるものであった。特に
アンジオ海岸の上陸拠点で行われた任務では、
上層部からの賞賛を得ただけではなく、予測を
はるかに超えた功績を残した為、隊員の力を証
明する場となった」24
この記述は、1944年1月27日と28日のドイツ
戦闘機フォッケウルフ190によるアンジオ襲撃
に関して書かれたものである。攻撃に対して、
8隊の戦闘飛行隊が２日間に渡ってアンジオの
防衛に関わり、全部で32の敵機が撃ち落され
た。32機のうち12機を第99戦闘飛行隊が撃ち
落した。これは、８隊の中で一番の高成績とな
った。2番目の成績を誇った飛行隊は2日間で
７機を撃ち落している。25
1944年8月、第99戦闘飛行隊は48時間の休息
があったもの、状況は大変厳しいものであった。
通常、部隊が月に4回の人員交代を設けている
のに対し、第99戦闘飛行隊は人員交代なしに
２ヶ月活動し続けていた。また、他の航空部隊
では30人から35人のパイロットが在籍してい
たのに対し、第99戦闘飛行隊は26人のみであ
った。ひどい日には３回から６回の任務をこな
すパイロットもいた。26
ところで、個々の飛行兵の能力に対する勲章
ではなく、部隊全体の能力を示すものとして殊
勲部隊勲章があるが、第99戦闘飛行隊は３回
殊勲部隊勲章を受章し、第332戦闘飛行大隊は
1回殊勲部隊勲章が授与されている。一般命令
84によると第332戦闘飛行大隊は敵との戦いに
おいて顕著な功績を示した。1945年3月24日ベ
ルリンにおいてダイムラー・ベンツのタンク組
み立て工場を攻撃した爆撃編隊の掩護任務を行
った。予想される敵の攻撃に対して、長距離を
掩護するこの任務は大変重要であった。ジェッ
ト機であるメッサーシュミット262を含んだ約
25の敵機が米軍爆撃編隊を撃墜しようと死に
物狂いになっていた。しかし、第332戦闘飛行
大隊のずばぬけた勇気、攻撃力、戦闘技術が、
米軍爆撃機編隊の撃墜を防いだ。敵機３機を撃
墜し、敵機３機を破損させ、この極めて重要な
任務を完遂させた。一方、第332戦闘飛行大隊
の損失は皆無であった。目的地を離れ、基地へ
戻る途中も敵の軍事施設や輸送施設を攻撃し
て、際立った戦果を収めている。パイロットだ
けでなく地上勤務の隊員らも、任務を成功させ
るにあたり、最高の整備状態を維持するために
熱心に辛抱強く働いた。また、この任務は第二
次世界大戦における陸軍航空部隊最長距離飛行
任務で飛行距離は1600マイルに及んだ。27
厳しい状況にも拘わらず、タスキギ・エアマ
ンは兵士として黒人の力量を示すことができた
のであった。また、白人航空部隊に比べて人員
的には厳しかったにもかかわらず、それをカバ
ーする戦闘ができたといっても過言ではないで
あろう。
3. タスキギ・エアマンとアメリカ国内に
おける戦い
3.1 基地内における人種差別
1940年代のアメリカで人種隔離政策が行わ
れていたことは誰もが知る事実であるが、米軍
も例外ではなかった。例えば、基地内の施設に
おいても人種隔離が行われていた。売店や食堂
は建物自体が別になっており、映画館に関して
は当時は各基地に映画館が１つしかなかったた
め、右は白人用、左は黒人用になっており、ロ
ープで仕切られていた。戦争捕虜となったイタ
リア兵が白人アメリカ兵用の食堂でタバコを吸
いながら歩きまわり、白人アメリカ兵用の売店
で買い物をしていた。ドイツ兵捕虜も白人と同
様の施設で買い物ができた。一方、黒人兵は黒
人用の施設しか使用できなかったのである。
空中戦において戦果を示したタスキギ・エア
マンは基地内の人種差別に抗議する行動を度々
とった。その中で一番大規模に行われたのが、
フリーマン飛行場事件であろう。フリーマン飛
行場には黒人用士官クラブと白人士官用クラブ
の二つが置かれていた。黒人用士官クラブは
「クラブ１」、白人用は「クラブ２」と呼ばれて
いた。陸軍省の覚書ではクラブ１とクラブ２と
なっていたので以下は、クラブ１・クラブ２と
する。名目上はクラブ１は訓練生用、クラブ2
は訓練生以外の士官用となっていた。訓練生は
黒人しかいなかったうえ、医療班や調査部の黒
人士官もクラブ1のみの使用を許可された。こ
のようにクラブが呼ばれていたのは、人種差別
が行われているように聞こえないためであっ
た。しかし、クラブの設備品には多少の違いが
見られた。クラブ１には士官たちが最もよく使
うビリヤード等の備品がなかった。28
ところで、基地内施設の使用については、陸
軍規則210-10という正規の規則がある。同陸軍
規則210-10には、「士官が興味を持つとみられ
る全ての事柄や提案、任務、経営の取扱いに関
して、全ての会員が平等の権利を持つ。ある一
定の機関、食堂、クラブなどで、持続的、一時
的に関わらず、正会員の権利を持つ者、つまり
勤務地で任務している全ての士官が賛成しない
限りは、ある一定の機関、食堂、クラブなどが
一部の士官によって占拠することを基地司令官
は認めない」と書かれていた。29
1945年4月5日から1週間に渡って、インディ
アナ州シーモア（Seymour）のフリーマン飛行
場において、104人の黒人士官が逮捕されると
いう事件が起こった。事件は次のようにして起
こった。４月5日に19人の黒人士官が白人用士
官クラブ（クラブ２）に入ろうとして逮捕され
たのである。その次の日の4月6日には、4回に
渡って42人の黒人士官が白人士官用クラブに
入ろうとして、合計61人の黒人士官が逮捕さ
れた。その1週間後の4月12日にフリーマン飛
行場司令官のロバート・セルウェイ（Robert
Selway）大佐が作成した人種隔離政策を促すよ
うな基地規則85-25に署名することを黒人士官
たちが拒否したために、さらに43人の黒人士
官が逮捕された。30
軍事裁判には、マーデン・トンプソン
（Marsden Thompson）、シャーリー・クリント
ン（Shirley Clinton）、ロジャー・テリー
（Roger Terry）がかけられたが、３人とも、不
服従については無罪になった。テリーのみ、上
士官を押したことで有罪となった。テリーによ
ると、人種隔離されていないカリフォルニアで
高等教育を受けた彼にとって、入隊当初から人
種差別的なやり方は気に入らなかった。第477
爆撃飛行大隊は太平洋戦闘に参加するはずだっ
たが、その前に戦争は終結した。しかし、フリ
ーマン飛行場事件によって、非暴力で、人種差
別の不等性を証明できた。この事件によって罪
の判決が下ったのはテリーのみで、$150の罰
金が科せられた。31
第477爆撃飛行大隊は、暴力を行使せず、人
種隔離された施設に入るという方法で人種差別
に抗議したが、それは米軍の人種統合を促す１
つの象徴的な出来事となったと言えるであろ
う。1995年の8月12日アトランタで開かれたタ
スキギ・エアマン全米大会においてフリーマン
飛行場事件にて逮捕された全ての隊員の逮捕記
録が消されたことは、彼らの主張の正当性が証
明されたといえるであろう。
3.2 黒人劣性という偏見を緩和して
アメリカ政府は1945年に『この男に翼を』
（Wings for This Man）という10分程度の黒人パ
イロット映画を作成している。この映画は元ア
メリカ合衆国大統領のロナルド・レーガン
（Ronald Reagan）をナレーターに、タスキギ陸
軍飛行場での飛行及び整備の訓練の様子と戦闘
地での空中戦の様子がとりあげられている。ま
たレーガンは「黒人兵士を目の色や鼻の形で判
断してはならない。戦闘の様子から黒人兵士を
判断するべきである。翼（戦闘機）は全てのア
メリカ人の為のものである」と述べている。32
タスキギ陸軍飛行場にて飛行訓練生の教官を
していたエルドリッジ・ウィリアムズ
（Eldridge Williams）によると、黒人パイロッ
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トが海外派遣された時の平均飛行時間は200時
間を越え、何百人もの白人の爆撃機パイロット
がタスキギ・エアマンの掩護によって命を救わ
れた。命を救われた白人パイロットやその家族
が黒人に対して抱いていた偏見が緩和されたの
は疑いの余地がない。33
黒人パイロットや整備士として参戦した第
99戦闘飛行隊や第332戦闘飛行大隊の隊員の存
在は、黒人に技術職は務まらないという偏見を
打ち消した。まして、前述したようにタスキ
ギ・エアマンが白人パイロットと同様の力量が
あることを示したことにより、偏見はさらに打
ち消される事となったと言えるであろう。また
同時に、1925年に陸軍省が行った研究が間違
えであったということは第332戦闘飛行大隊の
戦果が証明した。
4. タスキギ・エアマンと人種統合
4.1 タスキギ陸軍飛行場司令官ノエル・パリッ
シュ（Noel Parrish）の覚書
白人で始めて人種隔離政策に反対意見を唱え
たのが、タスキギ陸軍飛行場の基地司令官を長
期において務めていたパリッシュ大佐である。
パリッシュは1945年9月1日にウィリアム・ホ
ール（William E. Hall）准将に宛てた覚書を書
き、次のように軍内部の人種隔離の撤廃の必要
性について書いている。「私達白人が黒人を好
きであってもなくても、逆に黒人が私達白人を
好きであってもなくても、私達が遵守しなけれ
ばならない合衆国憲法によって、黒人は合衆国
の国民であると同時に、白人と同様の権利と基
本的人権が認められている。軍部では黒人部隊
の司令官や指揮官を務める白人が“黒人の特性”
を非科学的方法で理論化している。白人士官は
黒人の能力を疑問視したり、黒人部隊を円滑に
指揮できないことを言い訳したりするより、む
しろ修正にむけて好意的な一歩を踏み出すべき
である。また、黒人士官に関しては、能力に基
づいて配属や移動をさせるべきである。彼らを
永遠に隔離することは不可能である。航空部隊
でこのようなことを悟る白人士官が増えれば航
空部隊は更によくなるであろう」34
パリッシュはタスキギ・エアマンと第二次世
界大戦中に一番関わった白人士官である。また、
この覚書が書かれた1945年当時はパリッシュ
がタスキギ陸軍飛行場の基地司令官であったこ
とを考慮すると、同覚書は、タスキギ・エアマ
ンの活躍を踏まえて、書かれたものと判断して
いいであろう。
4.2 大統領行政命令
米軍の人種に関する方針が大きく変化したの
は、1948年７月26日にトルーマン大統領が公
布した大統領行政命令9981によってである。
大統領行政命令9981では、次のように軍内部
における人種隔離政策の撤廃について述べてい
る。「出生国、宗教、皮膚の色、人種に関係な
く、軍部にいる全ての人員に平等の機会が与え
られることは大統領の方針である、とここに宣
言する。またこの方針はできるだけ早く実行に
移すべきである。そして、効率や士気を落とさ
ずに、必要な変化をもたらすことが求められる」
35
4.3 ファヒー委員会
人種統合に関しては、1948年10月にチャー
ルズ・ファヒー（Charles Fahy）を委員長に米
軍における黒人雇用待遇を検討するために大統
領機会均等委員会が設立された。委員会の１回
目の会議で空軍長官スチュアート・サイミント
ン（Stuart Symington）は、トルーマン大統領
に、「空軍では早々と人種隔離政策を完全に撤
廃する計画が打ち出されている。空軍には優れ
た黒人部隊がある。計画としては、その部隊の
少年達を分散させて、他の部隊と徹底的に統合
させるべきである」と言及している。なおサイ
ミントンは部隊名を言及していないが、空軍の
エリート黒人部隊とは明らかに第332航空大隊
を指していると考えてよいであろう。36
ファヒー委員会のレポートによると、第99
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戦闘飛行隊、第332戦闘飛行大隊、第477爆撃
飛行大隊に属した地上要員とパイロットを除い
て、黒人空軍兵は個々の能力や適性に関係なく
単純労働を課されていた。しかし、戦後は、人
種差別をせずに個々の適性にそって白人と同様
に黒人空軍兵を利用すべきだという意見が多数
あった。37
陸軍長官のケネス・ロイヤル（Kenneth
Royal）は、空軍の人種統合に関して、（1）各
爆撃機グループ、戦闘機グループ、空軍施設の
黒人パイロット、爆撃機乗員を優先するべきで
ある、（2）戦闘位置であるか否かに限らず、黒
人士官は白人人員も指揮すべきである、と述べ
ている。38
4.4 空軍における人種統合の経緯
第二次世界大戦後、タスキギ・エアマンは、
オハイオ州のコロンバスにあったロックボーン
基地に配置転換された。同基地は人種統合政策
にとって象徴的な基地となっていった。それは
米軍が人種統合される上で、タスキギ・エアマ
ンが黒人だけが配置された同基地から、白人が
配置されていた基地へと移動していったからで
ある。1946年3月13日に第332戦闘飛行大隊と
第477爆撃飛行大隊は合併し第332航空大隊と
してロックボーン基地で活動を開始した。タス
キギ・エアマンのチャールズ・マギー
（Charles McGee）の娘でオハイオ大学の教授を
務めていたシャーリーン・マギースミス
（Charlene E. McGee-Smith）によると、タスキ
ギ陸軍飛行場が閉鎖され、ロックボーン基地に
黒人部隊が移された背景には、米軍人員の削減
とともに、保守的な南部地域での黒人に対する
偏見が強かったことがあげられる。39
実は空軍は人種統合を実施するために、同基
地を閉鎖するか、黒人兵士を他基地に移動させ
るか迷っていた。最終的に空軍は、ロックボ－
ン空軍基地における第332航空大隊の人員を状
況が許す限り素早く別の基地に移動させる方針
をとった。第332航空大隊隊員の様に能力のあ
る黒人兵士は配置転換させることにより、更に
有効的に活用できることが期待された。40 黒
人人数割り当て制度がなくなり、ロックボーン
における第332航空大隊の人数は他基地に配置
転換され減少の傾向をたどる。この配置転換こ
そがまさに人種統合そのものであった。次のよ
うなデーターがタスキギ・エアマンの人種統合
における数値として残っている。1949年のデ
ーターでは、６月末には106人、7月末には89
人、8月末には86人、９月末には91人、10月末
には88人、11月末には75人、12月末には67人
とロックボーンにおける黒人兵は減少し、着々
と第332航空大隊における人種統合が進んでい
った。41
大統領行政命令を受けて、空軍における人種
統合は進み1949年にはほぼ終了した。空軍は、
人種統合を行った一番最初のアメリカの連邦組
織であった。
4.5 終わりに
第二次世界大戦終結とともに軍役から退いた
者、陸軍航空部隊から空軍へと移籍し、第332
航空大隊に残存した者などタスキギ・エアマン
はそれぞれの道をたどった。1948年の米軍に
おける人種統合に伴い、朝鮮戦争からは人種統
合されていた為、タスキギ・エアマンは米軍唯
一の黒人航空部隊員となった。むろん朝鮮戦争
時にも陸軍歩兵隊には黒人部隊はまだ存在して
いたが、空軍はほぼ人種統合が終了していた。
また第332航空大隊は空軍の中でも極めて早い
時期に人種統合された。
黒人航空部隊に失敗は許されなかった。陸軍
航空部隊は黒人社会全般から注目されていて、
創設当初の第99戦闘飛行隊は稀にみるエリー
ト集団であった。黒人航空部隊兵士が、人種隔
離された1940年代の米軍の中においてアメリ
カ社会に示したものは大きかったと著者は考え
る。42
アーネスト・タルバート（Earnest Talbert）
将軍によるとタスキギ・エアマンの経験は黒人
兵士だけではなく、アジア系やヒスパニック等
全てのマイノリティーに刺激を与えている。ま
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たタスキギ・エアマンが存在しなければタルバ
ートを含めた黒人兵士が将軍の地位につく事
は、更に難しくなっていたであろう。43
タスキギ・エアマンは軍内部において、黒人
兵士を下等な兵士として、偏見の目でみる白人
兵士の姿勢を変えさせた。差別や偏見が完全に
なくなる社会が来ることは考えられない。まし
て人種隔離政策に疑問を抱いていた白人が極め
て少なかった1940年代には決して考えられな
かったことであろう。しかし、タスキギ・エア
マンが陸軍航空部隊において黒人の地位向上に
貢献したことは間違えないであろう。それは
1941年6月19日に13人の黒人がタスキギにて飛
行訓練を開始した時から現在まで続いているで
あろう。
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